
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 岐阜県 市町村名

プロジェクト名 新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間 平成１９年度～平成２１年度

政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

３３７，１００

（１００，８２２）

１３，９００

（４，５００）

１００，６７４

（３８，０４７）

３，８４８

（１，５７９）

１００，３２２

（３３，０１４）

５５５，８４４

（１７７，９６２）

養老町

少子化対策プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
少子化や核家族化が進む中で、次代を担う子どもたちの育成環境の整備を図ることが重要に
なっていることに鑑み、子どもたちがいきいきと活動し夢を育み健やかに心豊かに育ち、親が子
育てに喜びを感じ、安心して子どもを産み育てることができる環境づくりを推進し、次世代の親と
子の育ちを支援することを基本理念とする。

（具体的な成果目標）
平成１７年度から平成２１年度までの５か年間を計画期間とする「大垣地域次世代育成支援行動
計画」に掲げる６つの基本目標を根幹とし、共働き世帯等の保護者の負担軽減および登下校時
の子どもの安全を図り、事故のない安心・安全な学校づくりを行う。

③少子化対策プロジェクト

http://www.town.yoro.gifu.jp/view.rbz?nd=102&ik=1&pnp=102&cd=31

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

乳幼児等医療費
の無料化事業

乳幼児等の医療費を、通院は小学６年生まで、入院は中学３年生まで無
料（町単独事業）とする。

シルバー警備隊
支援事業

登下校時の子どもの安全を図るため、通学路の防犯灯の整備や防犯ベ
ルの配布、保護者への携帯情報配信システムの構築に加え、老人クラブ
連合会の協力を得て集合場所までの引率や迎え、要所での監視活動を
実施する。

広域保育、延長
保育、乳児保
育、障がい児保
育事業

共働き世帯の増加に伴い、保育対策が少子化の一因であることに鑑み、
広域保育、延長保育、乳児保育、障がい児保育により保護者の負担を軽
くする。

総　　　計

出産祝い金支給
事業

第三子以降の子どもを出生した世帯に対し、出生児一人につき１０万円
の祝い金を支給する。

留守家庭児童教
室開設事業

学校の教育課程外の事業として、校区毎に留守家庭児童教室９教室を
開設し、幼稚園児及び小学３年生までの児童のうち保護者の保護に欠け
る園児及び児童の生活指導を行うとともに、共働き世帯等の保護者の負
担軽減に努める。

その他特記事項



様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 岐阜県 市町村名

プロジェクト名 新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間 平成１９年度～平成２３年度

政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）
（うちH21事業費）

９３１，８２３

（４１２，９０３）

２４９，１１７

（２５，４１３）

１９０，７６４

（７６，５６３）

１０，０００

（２，０００）

１，３８１，７０４

（５１６，８７９）

養老町

安心・安全なまちづくりプロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
大規模地震の発生が懸念される一方で、集中豪雨や台風などの風水害は局地化、巨大化する
傾向にあり、生活様式の変化から住宅火災の発生が増加するなど、住民の生命に係わる災害
の発生確率が増大しており、災害に強いまちづくりを進めることにより災害発生時の住民の被害
者ゼロを目指す。

（具体的な成果目標）
・被害想定　　　　　　　　倒壊１７３棟　死傷者２０９人　→　倒壊０棟　死傷者０人
・耐震改修（学校施設）　５小中学校の７施設
・耐震改修（公共施設）　災害発生時に災害対策本部となる町役場庁舎
・備蓄倉庫配置数　　　　７基　→　１１基
・消防車両の整備　　　　化学消防ﾎﾟﾝﾌﾟ１、消防自動車２、高規格救急車１、小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ３
・防火水槽の整備　　　　５基新設
・消防団員定員充足率　１００％を維持

⑨安心・安全なまちづくりプロジェクト

http://www.town.yoro.gifu.jp/view.rbz?nd=102&ik=1&pnp=102&cd=31

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

公立学校施設の
耐震補強事業

地震による被害及びこれに起因する人命や財産の損失を未然に防止す
るために、現行の建築基準法に規定されている構造基準を満たしていな
いIｓ値0.3未満の既存施設について耐震補強工事を行う。本年度は、１中
学校の特別・普通教室棟、３小学校の管理・普通・特別教室棟、２小学校
の屋内運動場を実施する。

緊急地震対策事
業

災害時に本部となる庁舎の耐震補強工事などを行うほか、防災対策とし
て町各地区に備蓄倉庫や災害用簡易トイレ、医薬品の配備をする。また
緊急地震速報装置の整備をして住民の危機意識を醸成するほか、木造
住宅に対し耐震診断に要する経費や耐震補強工事に要する経費の助成
を行う。

地域防災体制整
備事業

あらゆる災害から町民の生命・財産を守るため、消防防災設備として化学
消防自動車の導入・小型動力ポンプの更新・防火水槽新設のほか、防災
無線等の情報機器の維持管理や非常食などの備蓄、防災訓練・避難訓
練を実施する。

消防団員の定数
確保事業

退職報償金制度により５年以上勤続した消防団員には退職報償金が支
給されるが、１年～４年で退団された消防団員には支給制度がないので、
町単独事業として年数に応じた退職報償金を支給する。また、特別団員
制度を導入し、団員の定数確保に努める。

総　　　計

その他特記事項



様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 岐阜県 市町村名

プロジェクト名 新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間 平成１９年度～平成２２年度

政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

１８１，４５９

（３９，７００）

５３，８８５

（１７，９４８）

６１，４４４

（１４，７２８）

２９６，７８８

（７２，３７６）

養老町

「住民の足」保全プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
少子化やモータリゼーションの発達に伴い、「住民の足」となる公共交通機関の利用者が減少し
ている。しかしながら、高齢者等の交通弱者にとっては生活に直結する問題であり、町の活力の
衰退の一因ともなりかねないため、利用者を増やすための施策を実施することによって賑わい
あふれるまちづくりを行う必要がある。

（具体的な成果目標）
・養老鉄道の利用者増
一日当たりの乗降客数（町内分）　　2,600人　→　3,000人
・バス路線の維持（自主運行移行によるバス路線の存続）
生活交通路線　      9.5往復　→　8.0往復
地域乗合バス路線　5.5往復（日吉線2・大垣多良線3.5）　→　9.5往復（大垣多良線9.5）

⑦まちなか再生プロジェクト

http://www.town.yoro.gifu.jp/view.rbz?nd=102&ik=1&pnp=102&cd=31

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

養老鉄道存続事
業

一昨年１０月から上下分離方式による経営に移行した多額の赤字を抱え
る養老鉄道は、赤字額の半分を沿線市町で助成し、「乗って守ろう養老
線」のキャッチフレーズの下、駐輪場や駐車場の整備など利用者を増や
す施策を実施する。また、住民主体の鉄道存続活動に支援を行うととも
に、養老鉄道の創始者である立川勇次郎氏の顕彰事業をさらに発展さ
せ、養老鉄道への理解を深める。

「ゲンちゃん号」
運行事業

高齢者等の「足」として、町内の各公共施設を巡回する「公共施設巡回バ
ス＝ゲンちゃん号」を運行する。２路線でそれぞれ午前２便、午後２便運
行する。

生活交通バス路
線の維持事業

地域住民の通勤・通学手段であるバス路線（６路線）が、利用者数の激減
により路線の存続そのものが危ぶまれていることから、事業者に対して助
成金を支出し、路線の維持を図る。また、路線の維持が困難なものにつ
いては、自主運行に移行し、町民の通勤・通学の足の確保を図る。

総　　　計

その他特記事項



様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 岐阜県 市町村名

プロジェクト名 新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間 平成１９年度～平成２３年度

政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

６６４，０００

（１８７，０００）

５４，７７８

（０）

５４５，０００

（０）

１，２６３，７７８

（１８７，０００）

養老町

便利なまちづくり創出事業

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
広域営農団地６号線と国道２５８号線を直結する道路整備及び高田中心地域と高田駅東地域と
の交流促進のための踏切拡幅工事を行うことにより、安全な通学路の確保と走行損失改善を図
り、地域住民の生活の利便性を向上させることを目的とする。また、一級河川牧田川で遮断され
ている地域に架橋を含む道路整備を行うことにより、高規格幹線道路として町の活性化に大き
な期待がかかる東海環状自動車道の養老ＩＣ（仮称）と県道飯田島里線の連絡がスムーズとなり
地域振興に大きく寄与できる。

（具体的な成果目標）
１．道路整備により国道や主要地方道、さらには東海環状自動車道養老ＩＣ（仮称）への走行損
失改善及び安全性の向上
（目的地までの現在との時間短縮時間：約１０分、通学時間の短縮：約１０分）
２．踏切拡幅による交通量の増加（交流の活発化）
「現在車による交流　０台　→　目標　５４，０００台／年」
３．県立大垣養老高校生の通学路として活用が期待されるとともに近隣市町で運営するし尿・浄
化槽汚泥処理施設（南濃衛生センター）への時間短縮、さらには東海環状自動車道養老ＩＣ（仮
称）に近く、物流倉庫建設等も期待される。

⑪その他

http://www.town.yoro.gifu.jp/view.rbz?nd=102&ik=1&pnp=102&cd=31

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

町道根古地大場
下笠１号線道路
改良事業

施行延長　Ｌ＝１，３４４ｍ
道路拡幅　Ｗ＝３．２ｍ　→　Ｗ＝９．２５ｍ　（片側歩道）
用地測量、道路詳細設計等

牧田川側道線新
設事業

施行延長　Ｌ＝５１０ｍ
幅員構成　０．５ｍ－４．０ｍ－０．５ｍ

総　　　計

その他特記事項

養老線高田２号
踏切拡幅事業

施行延長　Ｌ＝１０ｍ
踏切拡幅　Ｗ＝１．７ｍ　→　Ｗ＝５．５ｍ


